
詩
人

ス

ィ
ラ
ー
ジ

に
就

て

鈴

木

斌

今

回

は

ス

ィ
ラ

ー
ジ

ウ

ッ
デ

ィ
ー

ン

・
ス

ィ
ラ

ー
ジ

を

取

り

あ

げ

る

こ

と
に

し

た
。

ス

ィ
ラ

ー
ジ

は
既

に
第

23
回

と
第

24
回

の
大

会

で
発

表

し

た

ム

ハ
ン

マ
ド

・
ク

リ

ー

・
ク

ト

ゥ
ブ

・
シ

ャ
ー
、

ワ

リ

ー

・
ム

ハ

ン

マ
ド

の
系

統
を

継

ぐ

ダ

キ
ニ
ー

・
ウ

ル

ド

ゥ
ー

の
詩

人

で
あ

る
。

 

私

は

こ
の
詩

人

に

二

つ
の
点

か
ら

特

に
関

心

を

も

っ
て

い

る
。

一
つ

は
、

ス

ィ

ラ
ー
ジ

が

ナ

ク

シ

ュ
バ

ン
デ

ィ

ー
派

の

ス
ー

フ

ィ
ー

で

あ

る

ミ

ル
ザ

ー

・
マ
ズ

ハ
ル

・
ジ

ャ
ー

ネ
ジ

ャ

ー

ナ
ー

ン
 
(
一
七
〇

二
-
一

七

八

一
)
 や

同

じ
く

ナ

ク

シ

ュ
バ

ン
デ

ィ

ー
派

か

ら

出

た

ム

ハ
マ
デ

ィ

ヤ

派

の

ス
ー

フ

ィ
ー

と

し

て
著

名

な

ハ
ワ

ー
ジ

ャ
・
ミ

ー

ル
・
ダ

ル

ド
 
(
一

七

二
〇
-
一

七
八
四
)
 な

ど

の

よ
う

に

チ

シ

ュ
テ

ィ
ー

派

の

ス
ー

フ

ィ
ー

で

あ

る

と

い
う

点

で
あ

る
。

常

に
指

摘

し

て
き

た

よ

う

に
神

秘

主
義

詩

を

詠

ん

で

い
る

職

業

的

詩

人

と
神

秘

主

義

者

の
詩

人

に

つ

い
て

は
作

品

の
解

釈

と
評

価

に

当

た

つ
て
慎

重

な

配

慮
が

必

要

で

あ

る

に

も
拘

わ

ら

ず
、

と
か

く

神
秘

主

義

詩

を

詠

ん

で

い
る

詩

人
を

神

秘

主
義

者

あ

る

い

は
神

秘

主

義

者

的

人

物

と

し

て
し

ま

う
傾

向

が
強

い
。

こ
う

し

た
中

に

あ

つ
て

ス

ィ

ラ
ー

ジ

が

数

少

な

い

ス
ー

フ

ィ
ー

の
詩

人

で
あ

る
点

が

そ

の
作
品
の
解
釈
の
上
で
も
大
き
な
関
心
と
興
味

を
も
た

せ
る

の
で
あ

る
。

 
も
う

一
つ
の
点
は
、
彼
が
十
二
才
の
時
か
ら
精
神
に
異
常
を
き
た
し

夢
遊
病
者
の
よ
う
な
状
態
が
七
年
間

つ
ま
り
十

九
才
の
時
迄
続
い
た
こ

と
で
あ
る
。

こ
れ
は
同
じ
よ
う
に
若
年
の
時
に
精
神
に
異
常
を
き
た
し

た
ミ
ー
ル
・
タ
キ
ー

・
ミ
ー
ル
 (
一
七
二
二
-
一
八
一
〇
)
 の
場
合
と
並
ん

で
私
に
は
非
常
に
興
味
が
あ
る
。
詩
人
の
こ
う
し
た
精
神
構
造
が
そ
の

作
品
に
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
表
現
を
と
つ
て
顕
わ
れ
る
の
か
、
あ
る

い
は
こ
う
し
た
精
神
病
的
性
格
の
持
主
が
優
れ
た
詩
人
に
な
り
う
る
資

質
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
私

の
興
味

の
中
心
に
あ

る
。
以
上
の
二
点
が
今
回
ス
ィ
ラ
ー
ジ
を
取
り
あ
げ
た
理
由
の
主
た
る

も
の
で
あ
る
。

ス
ィ
ラ
ー
ジ
は

一
七

一
五
年
に
デ
カ
ン
の
ア
ウ
ラ
ン
ガ
ー
バ
ー
ド
で

生
ま
れ

行
七
六
三
年
に
こ
の
地
で
亡
く
な
つ
た
が
、

こ
の
詩
人
に
関
す

る
評
価
は
現
在
で
も
尚
定
ま
つ
て
い
な
い
感
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
ま
ず

彼
に
対
す
る
種

々
の
評
価
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
最
初

に
ス

詩

人

ス
ィ
ラ
ー
ジ
に
就

て
 
(鈴

木
)
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イ

ラ
ー

ジ

を
取

り

あ

げ

て

い
る

の
は
同

時

代

の

詩

人

ミ

ー

ル

で

あ

る

が
、

彼

が

一
七

五

二

年

に

ペ

ル

シ

ャ
語

で
著

わ

し
た

詩

人
伝

「
ニ
カ

ー

ト

ウ

ッ
・

シ

ュ
ア

ラ
ー
」

の

記

述

で

は

「
ス

ィ
ラ

ー
ジ

は

ア
ウ

ラ

ン
ガ

ー
バ

ー

ド

の
住

人

で
あ

り
、

サ

イ

ヤ

ッ

ド
・

ハ
ム
ザ

の
某

シ

ャ

ー
ギ

ル

ド
 (
弟
子
)
 の

シ

ャ
ー
ギ

ル

ド

で
あ

る

と
聞

い
て

い
る
が
、

彼

に
就

て
分

か

る

こ

と
は

こ
の
程

度

で
あ

る
。

作

品

は
興
趣

な

き
も

の

で

は
な

い
」

と
極

め

て
簡
単

に

し
か

扱

つ
て

い
な

い
。

ミ
ー

ル
の

こ
う

し

た

態

度

は

ダ

キ

ζ
1
・

ウ

ル
ド

ゥ

ー

の
詩

人
、

そ

れ

も

ア
ウ

ラ

ン
ガ

ー

バ

ー

ド
土

着

の
詩

人

に
対

す

る
軽

蔑

あ

る

い

は
無

視

を

表

わ

し

て

い
る

と
思

わ

れ

る

が
、

そ

の
他

に
も

ガ

ル
デ

ー
ズ

ィ

ー

の

「
タ

ズ

キ

ラ
・

エ
・

レ
ー

フ

タ

ゴ

ー

ヤ
ー

ン
」

(
一
七
五

二
)
、
ミ

ー

ル
・

ハ
サ

ン

の

「
タ

ズ

キ

ラ
・

エ
・

シ

ュ
ア
ラ

ー
・

エ
・

ウ

ル
ド

ゥ

ー
」

(
一
七
七
〇
-
一

七
七
七
)
、
ム

ス

ハ
フ

ィ
ー

の

「
タ
ズ

キ

ラ
・

エ
・

ヒ

ン
デ

ィ
ー

」
(
一
七
九
五
)
、
ル
ト

ゥ

フ
の

「
グ

ル
シ

ャ
ネ
・

ヒ

ン
ド
」

(
一
八
〇

一
)
 な

ど

の
詩

人
伝

を

み

て
も

ど

れ
も

ミ
ー

ル

の
記

述

を

一
歩

も

出

て

い
な

い
の

で
あ

る
。

一
方

で
、

シ

ャ

フ
ィ
ー

ク
・

ア
ウ

ラ

ン
ガ

ー

バ

ー
デ

ィ
ー

が

一
七

六

一
年

か

ら

同

六

三

年

の
間

に

出

し

た

詩

人

伝

「
チ

ャ

マ
ン

ス
タ

ー

ネ
・

シ

ュ
ア

ラ

ー
」

は

彼

が

ス

ィ

ラ
ー

ジ

の
親

し

い
友

人

で

あ

つ
た

と

い
う

個

人

的

関

係

か

ら

可

成

り

詳

し

く

取

り

あ

げ

且

つ
高

い
評
価

を
与

え

て

い
る

の

は
当

然

で

あ

ろ

う
。

更

に
時

代

が

下

つ
た

詩

人

伝

で

は

シ

ェ
ー

フ
タ

の

「
グ

ル

シ

ャ
ネ
・

べ

ー

ハ
ー

ル
」

(
一
八
三
四
-
三

五
)
 が

「
デ

カ

ン
に

お

い
て

ワ

リ

ー
以

後

の

ウ

ル
ド

ゥ
ー

詩

の
繁
栄

は

ス

ィ
ラ

ー
ジ

に
よ

る

も

の
で

あ

り
、

彼

の
名

声

は
高

か

つ
た
」

と

記

し

て

い
る
。

ウ

ル
ド

ゥ

ー
文

学

史

に
目

を

向

け

て
み

る

と
、

R
・

B
・

サ

ク

セ
ー

ナ
の

古
典

的

な

文
学

史

「
ウ

ル
ド

ゥ

ー
文
学

史

」

(
一
九

二
七
)
 は
何

故

か
全

く

こ

の

詩

人

に

触

れ

て

い
な

い
が
、

一
九

三

二

年

に
出

版

さ

れ
た

T
・

G
・

ベ

イ

リ

ー

の

「
ウ

ル
ド

ゥ

ー
文

学

史

」

で

は

「
ワ

リ

ー

の
回

り

に

群

れ

た

詩

人

の
中

で
最

も
偉

大

な

詩

人

で
あ

り
、
そ

の
作

品

は
主
題

の
新

鮮

さ
、

思

想

の
高

尚

さ

を
示

し
、

そ

の
言

葉

が

今

日

の

ウ

ル
ド

ゥ

ー
語

に
類

似

し

て

い
る

こ
と

驚

く

べ

き

で
あ

る
」

と
積

極

的

な

評
価

が
な

さ

れ

て

い

る
。

も

つ
と
も

ベ

イ

リ
ー

に

よ

る

こ
の
記

述

は
、

ナ

ス

ィ
ー

ル

ッ
デ

ィ

ー

ン
・

ハ
ー

シ

ミ
ー

教
授

が

一
九

二

三
年

に
出

し

た

大
著

「
ダ

ッ
カ

ン

・
メ

ン
・

ウ

ル

ド

ゥ
ー

」

中

の
評

価

を

そ

つ
く

り

そ

の
ま
ゝ

使

つ
て

い

る

だ

け

で
あ

る
。

最

近

の
も

の
で

は

一
九

六

四

年

ム

ハ
ン

マ
ド
・

サ

ー

デ

ィ
ク
教

授

に

よ
る

「
ウ

ル
ド

ゥ
ー
文

学

史

」

が

「
ベ
イ

リ
ー

は
、

ワ

リ
ー

の

回

り

に
群

れ

た

詩

人

中

で
最

も
優

れ

た

詩

人

と

し

て

い
る

が
、

感

情

に

も

ス
タ

イ

ル
に
も

何

ら
顕

著

な

と

こ
ろ

は

み
ら

れ

ず
、

過

大

に

評

価

さ

れ

て

い

る
」

と
冷

た

い
批

評

で

片

付

け

て

い
る

の
が

目

立

つ
。

又
、

一
九

七

一
年

に
出

た

「
パ

ー

キ

ス
タ

ー

ン
・

イ

ン
ド
・

イ

ス
ラ

ー

ム
教

徒

文

学

史

」

第

七

巻

は

ス

ィ

ラ
ー

ジ

の
父

親

の
名

を

サ
イ

ヤ

ッ
ド

・
ダ

ル
ヴ

ェ
ー

シ

ュ
・

イ

ブ

ン
・

サ
イ

ヤ

ッ
ド
・

ゴ

ゥ

ハ
ル
と

し

メ
デ

ィ

ナ

の
長

老

サ

イ

ヤ

ッ
ド
・

ム

ハ

ン

マ
ド

の
子

孫

で
あ

る

と
記

し

て

い

る

が
、

あ

と

は

一
九

二

一
年

に

ア
ブ

ド

ゥ

ル
・

ハ
イ

イ
が

著

し

た

詩

人

伝

「
グ

レ
・

ラ

ー

ナ

ー
」

の
記

述

に
よ

つ

て

い
る

こ
と
が

分

か

る
。

こ
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の

よ
う

に
種

々
の
資

料

に
当

た

つ
て

み

た

限

り

で

ス

ィ

ラ
ー
ジ

に

就

て

こ
れ

迄

最

も

詳
細

に
論

じ

て

い
る

の
は

文
化

史

家

ジ

ャ
ミ

ー

ル

・
ジ

ャ

ー

リ

ビ

ー
が

一
九

七
七

年

に

出

版

し

た

「
ウ

ル

ド

ゥ
ー

文
学

史

」

で
あ

る
。

氏

は

こ

の
中

で

一
七

頁

に

互

つ

て

ス

ィ

ラ

ー
ジ

を

取

り
あ

げ

「
ワ

リ
ー

以

後

ミ

ー

ル
と

ソ
ウ

ダ

ー

に

至

る

間

の
時

期

に

お

け

る
最

大

の
詩

人
」

と

し

て

ス

ィ
ラ

ー
ジ

を
位

置

付

け

て

い
る
。

ジ

ャ

ミ
ー

ル

・
ジ

ャ

ー

リ

ビ

ー

氏

の
ダ

キ
ニ
ー

・
ウ

ル
ド

ゥ
ー

の
詩

人

に
対

す

る

こ
の
高

い

評
価

は

一
つ

の
明

白

な

意

図

を

も

つ

て
な

さ

れ

て

い
る

よ

う

に
思

わ

れ

る
。

そ

れ

は

第

一
に
現

在

パ

ー

キ

ス
タ

ー

ン
の
国

語

で
あ

る

ウ

ル

ド

ゥ

ー
語

が

こ

の
国

で
五

千

万

以

上

の

使

用

人

口
を

も

つ
最

有

力
語

パ

ン
ジ

ャ
ー

ビ

ー
語

を
母

体

と
し

て
形

成

さ

れ

た

と

主

張

す

る

こ
と

に

よ

つ
て

国
語

の
地

盤

を
強

化

す

る

こ
と

で

あ

る
。

更

に
、

こ

の
パ

ン
ジ

ャ

ー

ビ

ー
語

を

母
体

と
し

て
形

成

さ

れ

た

言

葉

が

デ

リ

ー

・
メ
ー

ラ
ト
周

辺

で

話

さ

れ

て

い
た
方

言

と

混
合
口
し
、

や

が

て
南

イ

ン
ド

の
デ

カ

ン
の
地

に

達

し

て
ダ

キ
ニ
ー

・
ウ

ル
ド

ゥ

ー
語

と

な

つ
た

と
指

摘

す

る

こ
と

に

ょ

つ
て
パ

ン
ジ

ャ
ー

ビ

ー
語

と

ダ

キ
ニ
ー

・
ウ

ル

ド

ゥ
ー

語

と

の
密

接

な

関

係

を

認

識

さ
せ

よ

う

と

す

る
意

図

で

あ

る
。

こ

の

こ

と

は

別

と

し

て
、

ス

ィ

ラ

ー
ジ

の

評
価

が

や

つ
と

定

ま

り

か

け

て
き

た

と

い
う

こ
と

が

で

き

る

よ

う

で

あ

る
。

尚
、

一
九

七

二

年

に

オ

ッ
ク

ス

フ
ォ

ー

ド

か

ら
出

版

さ

れ

た
古

典

ウ

ル
ド

ゥ

ー
拝

情

詩

の

ア

ン

ソ

ロ

ジ

ー

を

み

る

と
、

選

択

さ

れ

た

二
十

二

人

の
詩

人

申

ス

ィ

ラ
ー

ジ

は

ク

リ

ー

・
ク

ト

ゥ
ブ

・
シ

ャ
ー
、

ワ

リ

ー

に
次

い

で
三

番

目

に

入

つ
て

い
る
が

詩

篇

の

数

を

較

べ

る

と

ク

リ

ー

・
ク

ト

ゥ
ブ

・
シ

ャ
ー

が

四
篇
、

ワ

リ

ー

が
五

篇

な

の

に
対

し

ス

ィ
ラ

ー
ジ

は
三
篇

で

あ

る
。

こ
の

四

・
五

・
三

と

い

う

数

は
ダ

キ
ニ
ー

・
ウ

ル
ド

ゥ
ー

の

こ
れ

ら

三

詩

人

に
対

す

る

評
価

の

度

合

を

示

す

も

の
と

し

て
興

味

深

い
。

 

此

処

で

ス

ィ

ラ
ー

ジ

の
生

涯

に
就

て
簡
単

に

み

て

い
く

こ
と

に
し

た

い
。

ス

ィ

ラ
ー

ジ

に
関

し

て

は
彼

が

一
七

五

五

年

に

編
纂

し

た

ペ

ル
シ

ャ
詩

人

の
詩

選
集

「
ム

ン
タ

ハ
ベ

・
デ

ィ
ー

ワ
ー

ン

ハ
ー
」

の

序
文

に

自

分

の
半

生

を

記

し

て

い
る
も

の
が

基

本

的

な

資

料

で
、

こ
れ

が

先

に

挙

げ

た

詩

人

伝

「
チ

ャ

マ
ン

ス
タ

ー
ネ

・
シ

ュ
ア

ラ
ー

」

な

ど

に
も
引

用

さ

れ

て

い
る

わ

け

で

あ

る
。

こ
れ

に

よ

る

と

ス

ィ

ラ
ー

ジ

は

本

名
を

ミ
ー

ル

・
ス

ィ

ラ
ー

ジ

ウ

ッ
デ

ィ

ー

ン
と

い

」
デ

カ

ン

の

ア
ウ

ラ

ン
ガ

ー

バ

ー

ド

で

生

ま

れ

た
。

ス

ィ
ラ

ー
ジ

は

雅

号

で
あ

る
。

始

め

の
内

ス

ィ

ラ
ー

ジ

は

ペ

ル

シ

ャ
語

と

ペ

ル
シ

ャ
文

学

に
傾

倒

し

て

い
る
。

十

二

才

の
時

に

チ

シ

ュ
テ

ィ
ー
派

の
著

名

な

ス
ー

フ

ィ

ー

で
あ

つ
た

ζ
ザ

ー

ム

ッ
デ

ィ
ー

ン

・
オ

ウ

リ

ヤ
ー

の

ム
リ

ー

ド
 (
弟
子
)
 の

シ

ャ
ー

・
ブ

ル

ハ
ヌ

ッ
デ

ィ

ー

ン
の
聖

者
廟

に
参

じ

て
忘

我

の
悦

惚

境

を

さ

迷

う

状
態

が
嵩

じ

て
精

神

に
異

常

を

き

た

し

た
。

夜

中

に
町

の
外

を

俳

徊

す

る
夢

遊

病

者

に

な

つ
た

が
、

こ

の
状

態

で

ペ

ル

シ

ャ
詩

が

次

々
と

口

か
ら
出

て
き

た

と

い
う
。

も

し

こ
れ

ら

の

ペ

ル

シ

ャ
詩

が

書

き

留

め
ら

れ

て

い

た

ら
部

厚

い
詩

集

が

で

き

あ

が

つ
て

い
た

だ

ろ
う

と

ス
ィ

ラ
ー

ジ

自
身

が

述

懐

し

て

い
る
。

 

ス

ィ

ラ

ー
ジ

が

ミ
ー

ル

の
記

し

て

い
る

よ

う

に

サ

イ

ヤ

ッ
ド

・
ハ
ム

詩
人

ス
ィ
ラ
ー

ジ
に
就

て
 
(
鈴

木
)
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詩
人

ス
ィ
ラ
ー
ジ
に
就

て
 
(鈴

木
)
 

ザ

の

シ

ャ
ー

ギ

ル

ド

の

シ

ャ
ー

ギ

ル
ド

で
あ

る

と

い
う

の

は
論

拠

が

な

く
、

彼

自

身

で

は

こ

の
サ

イ

ヤ

ッ
ド

・

ハ
ム
ザ

と

い
う

名

前

を

あ

げ

て

い
な

い
。

要

す

る

に
、

ス

ィ

ラ

ー
ジ

に
は
詩

作

の

上

で

の
特

定

の

ウ

ス

タ

ー

ド
 (
師
)
 は

い
な

か

つ
た

こ
と

に

な

る
。

 

ス
ィ

ラ

ー
ジ

は
十

九

才

の
時

に
精

神

異

常

の

状

態

か

ら

抜

け

出

し

た
。

正

気

に
立

ち

返

つ
た

切

つ
掛

け

が

何

で

あ

つ
た

の
か

分

か
ら

な

い

の

は
残

念

で
あ

る
。

こ

の
頃

つ
ま

り

一
七

三

四
年

頃

に
彼

は

シ

ャ
ー

・

ア
ブ

ド

ゥ

ル

・
ラ

フ

マ

ン

・
チ

シ

ュ
テ

ィ
ー

と

い
う

ス
ー

フ

ィ
ー

の

ム

リ

ー

ド

に
な

つ
た
。

こ
れ

に

よ

つ
て

ス
ー

フ

ィ
ー

と

し

て

又

詩

人

と

し

て

の

ス

ィ
ラ

ー
ジ

の

生
活

が

生

涯

律

せ
ら

れ

る

こ
と

に

な

つ
た

わ

け

で

あ

る
。

彼

が

ペ

ル

シ

ャ
詩

か
ら

ウ

ル
ド

ゥ
ー

詩

の
方

へ
興

味

を
移

し

た

の

は
教

友

の

ア
ブ

ド

ゥ

ル

・
ラ

ス
ー

ル

・
ハ
ー

ン

の
言

葉

に

よ

る

も

の

で
、

以

後

ガ
ザ

ル
、

マ
ス

ナ
ヴ

ィ
ー
、

ム

ハ
ン

マ

ス
、
ル

バ
ー

イ

ー
、

タ

ル
ジ

ー

イ

・
バ

ン
ド
な

ど

色

々
な

詩
型

で
ウ

ル
ド

ゥ
ー
詩

を
詠

み
始

め

た
。

一
七

三

九

年

に

ア
ブ

ド

ゥ

ル

・
ラ

ス
ー

ル
が
デ

ィ
ー

ワ

ー

ン
を

編

纂

し

た

が
、

こ

の
詩

集

に

は
五

千

詩

句

が
含

ま

れ

て

い

る
。

今

仮

に

こ

れ
を

七

詩

句

で

一
篇

の
ガ

ザ

ル
に
換

算

し

て

み

る

と

約

七

百

篇

に

な

る
。

年

に
百

数

十

篇
、

三

日

に

一
篇

以

上

の
割

に
な

り
、

こ
れ

は
非

常

な

多

作

と

い
う

他

は
な

い
。

ス

ィ

ラ
ー

ジ

は

こ
の
デ

ィ

ー

ワ

ー

ン
を

師

の

シ

ャ
ー

・
ア
ブ

ド

ゥ

ル

・
ラ

フ

マ
ン
に
捧

げ

る

が
、

師

は
却

つ
て
彼

が

詩

を

作

る

こ
と

を

禁

じ

て
し

ま

つ
た
。

ス

ィ
ラ

ー
ジ

が

二
十

四

才

の

時

の
出

来

事

で
あ

る
が
、

こ

の
時
期

の

ス

ィ
ラ

ー
ジ

は
三

日

に

一
篇

程

の
詩
作
に
熱
中
し
、
朗
詠
の
た
め
の
詩
会
に
出
席
す
る
な
ど
多
忙
で
信

仰
の
方
が
疎
か
に
な
り
か
ね
な
い
状
態
で
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
師
が

ス
ィ
ラ
ー
ジ
の
詩
作
を
禁
じ
た
の
も
あ
る
意
味

で
は
師
が
ス
ィ
ラ
ー
ジ

の
詩
人
と
し
て
の
卓
越
し
た
才
能
を
見
抜
い
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な

い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
後

ス
ィ
ラ
ー
ジ
は
師
が
亡
く
な
る
迄

詩
作
か
ら
遠
ざ
か
り
信
仰

の
道
に
専
念
し
た
。
彼
自
身
は
ス
ー

フ
ィ
ー

と
し
て
の
修
行
と
詩
作
の
間
に
矛
盾
を
感
じ
て
い
た
よ
う
に
は
思
え
な

い
。
詩
に
よ

つ
て
神

へ
の
熱
烈
な
愛
を
唱
い
あ
げ
る
こ
と
は
ス
ー
フ
ィ

ー
に
と
つ
て
別
に
禁
じ
ら
れ
る
べ
き
所
業
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ

は
と
に
か
く
、

ス
ィ
ラ
ー
ジ
の
詩
人
と
し
て
の
名
声
は

「
グ
レ

・
ラ
ー

ナ
ー
」
に
よ
る
と
こ
の
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
に
よ
つ
て
高
ま

つ
た
と
さ
れ
て

い
る
が
、
数
年
の
内
に
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
に
収
め
ら
れ
て
い
る
丈
で
も
五

千
詩
句
を
詠
ん
だ
よ
う
な
詩
人
で
あ
れ
ば
殆
ど
引
切
り
無
し
に
詩
会
な

ど
で
自
作
を
詠
ん
で
き
か
せ
て
い
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
詩
人
と
し

て
の
評
判
は
こ
の
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
が
編
ま
れ
る

に
至

つ
た
数
年
間
で
既

に
充
分
に
動
か
し
難

い
も
の
に
な
つ
て
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ

ろ
う
。

 

ス
ィ
ラ
ー
ジ
は
自
分
で

 

お
ゝ
ス
ィ
ラ
ー
ジ
よ
 
ワ
リ
ー
が
後
、
汝
の
他
に
詩
文
の
主
 
絶
え
て
見
当

 

ら
ず

 
と
詠
ん
で
い
る
が
、

こ
の
一
句
に
は
ワ
リ
ー
を
継
ぐ
ダ
キ
ニ
ー

・
ウ

ル
ド
ゥ
ー
の
詩
人
は
自
分
丈
で
あ
る
と
い
う
強

い
自
身
が
表
わ
さ
れ
て
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い
る
。
も

つ
と
も
こ
う
し
た
表
現
は
何
も
ス
ィ
ラ
ー
ジ
に
限

つ
た
も
の

で
は
な
い
。
や
は
り
ダ
キ
ユ
ー

・
ウ
ル
ド
ゥ
ー
の
詩
人
で
ス
ィ
ラ
ー
ジ

と
同
時
代

の
ダ
ー
ウ
ー
ド
・
ア
ウ
ラ
ン
ガ
ー
バ
ー
デ
ィ
ー
 (
-
一七
五
四
)
 

も

ワ
リ
ー
が
後
 
余
多
の
詩
人
出
で
た
れ
ど

デ
カ
ン
に
名
高
き
は
 
ダ
ー
ウ
ー
ド
が
詩

と
い
う
誇
張
に
満
ち
た

一
句
を
残
し
て
い
る
。

こ
れ
は
ワ
リ
ー
や
ミ

ー
ル
に
と

つ
て
も
全
く
同
様
で
あ
る
が
、
私
は
以
前
、

こ
う
し
た
詩
句

は
詩
人
の
強
い
自
尊
心
と
自
己
顕
示
欲
を
示
す
も

の
で
あ

る
丈

で
な

く
、
ガ
ザ

ル
の
表
現
技
法
上
の
誇
張
が
恋
人
を
讃
え
る
場
合
と
同
じ
に

自
分
に
も
及
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
の
か
と
い
う
考
え
を
提
示
し
た
。

こ
う
し
た
詩
句
を
詠
む
こ
と
が

一
つ
の
作
法
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
詩
会

の
席
な
ど
で
の
こ
の
種
の
詩
句
の
応
酬
は
参
会
者
に
と
つ
て

一
段
と
会

の
熱
気
を
高
め
る
も
の
で
あ
つ
た
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題

は
改
め
て
別
の
場
で
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
「
グ

レ
・
ラ
ー

ナ

ー
」
に
よ
る
と
ア
ウ
ラ
ン
ガ
ー
バ
ー
ド
の
詩
会
は
い
つ
も
ス
ィ
ラ
ー
ジ

が
座
主
で
あ
り
、
彼
自
身
も
自
宅
で
週
に
二
度
宗
教
音
楽
サ

マ
ー
の
集

会
を
催
し
て
い
た
。

こ
の
集
会
に
は
町
の
ウ
ラ
マ
ー
や
シ
ェ
ー
フ
そ
の

他
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人

々
が
参
加
し
た
が
、
職
業
的
歌

い
手
で
あ
る
カ

ッ
ヴ
ァ
ー

ル
が
ス
ィ
ラ
ー
ジ
の
ガ
ザ

ル
を
朗
詠
す
る
と
彼
ら
は
悦
惚
境

に
誘
わ
れ
た
と
い
う
。
晩
年
の
ス
ィ
ラ
ー
ジ
は
宗
教
者
と
し
て
高
い
尊

敬
を
集
め
た
が

一
人
住

い
で
二
人
の
使
用
人
を
置
い
て
い
る
丈
と
い
う

質

素

な

生
活

を

送

つ
て

い
た
。

「
パ

ー

キ

ス
タ

ー

ン

・
イ

ン

ド

・
イ

ス

ラ

ー

ム
教

徒

文

学

史

」

に
よ

る

と
胃
病

と

下
痢

で
、

「
ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー
」

で

は
痔

疾

に
悩

ま

さ

れ

た

彼

は

一
七

六

三

年
 
(
イ

ス
ラ
ー
ム
暦

一
一
七
七

年

シ
ャ
ッ
ワ
ー

ル
月

四
日
金
曜

日
)
 に
亡

く

な

つ
た
。

墓

廟

は

ハ

イ

ダ

ラ

ー

バ
ー

ド

に
現

存

す

る

と

い
う

が
、

一
八

八

四
年

版

の

ハ
イ
ダ

ラ

ー

バ

ー

ド
政

府

官

報

な

ど

に
も

特

に
記

載

は

な

く
、

ス
ー

フ
ィ

ー
と

し

て

の

ウ

ル

ス
な

ど

は
行

な

わ
れ

て

い
な

い
よ

う

で

あ

る
。

 

ス

ィ

ラ
ー

ジ

は
高

魑

な

思

想

と
厳

粛

な
気

質

の
人
物

で
、

高

潔

の
士

で

あ

つ
た

と
伝

え

ら

れ

て

い

る
。

詩

会

の
座

主

で

あ

り
自

宅

で
も

週

に

二

度

サ

マ
ー

の
集

会

を

催

し

て

い

た

と

い
う

こ
と

か
ら

他

人

と

の
交

際

を

好

ま

な

い
孤

高

の
宗

教

者

で

は
な

か

つ
た

こ
と

が
分

か

る
。

彼

の

シ

ャ
ー

ギ

ル
ド

は
多

数

に

の

ぼ

つ
て

い
る

が

そ

の
内

で

イ

シ

ュ
ラ

ト
、

フ

ト

ゥ
ー

ワ
ト
、

フ

ィ
ガ

ー

ン
、

ζ
サ

ー

ル
、

パ

ル

ワ
ー

ナ
、

べ

ー

ジ

ャ

ー

ン
、
ズ

ィ
ヤ

ー
、
カ

ム
タ

ル
な

ど

が
著

名
詩

人

に
あ

げ

ら

れ

て

い
る
。

 

詩
作

の
面

で

ス

ィ
ラ

ー
ジ

が

ワ

リ
ー

の
影

響

を
受

け

た

こ
と

は

明
ら

か

で
あ

る
。

ナ

ス
ィ

ー

ル

ッ
デ

ィ

ー

ン

・
ハ
ー

シ

ミ
ー
教

授

は

「
彼

の

詩

の
直

戴

簡

明

さ

に
驚

う

か
さ

れ
る
。

当

時

の
詩

人

の
も

の

と

は
思

え

な

い
」

と
述

べ

て

い
ら

れ

る
が
、

こ
れ

は

ク

リ
ー

・
ク

ト

ゥ
ブ

・
シ

ャ

ー

に
連

な

る
ダ

キ
ニ
ー

・
ウ

ル

ド

ゥ
ー

詩

の

一
つ

の
伝

統

と

い
う

こ
と

が

で
き

る
。

「
ア

ン
ソ

ロ
ジ

ー
」

の
解

説

は

ス
ィ

ラ

ー
ジ

の

詩

の

重

要

な
要

素

の

一
つ
と

し

て
神

秘

主

義

を

あ

げ

て

い
る

が
、

此

処

で

又
始

め

に

触

れ

た

よ
う

に
神

秘

主

義

詩

の
解

釈

の
問

題

が

出

て

く

る

の

で

あ

詩

人

ス
ィ
ラ
ー
ジ
に
就

て
 
(
鈴

木
)
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る
。

つ
ま
り
、
職
業
的
詩
人
の
詠
ん
だ
神
秘
詩
が
彼
ら
の
内
面
の
思
想

や
信
仰
を
必
ず
し
も
現
わ
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
を

前
提
と
し
て
、
そ
れ
で
は
神
秘
主
義
者
と
称
さ
れ
る
詩
人
の
詠
ん
だ
詩

は
神
秘
主
義
詩
な
の
か
と
い
う
も
う

一
つ
の
問
題

に
ぶ
つ
か
る
。
ガ
ザ

ル
で
詠
ま
れ
る
愛
イ
シ
ュ
ク
は
現
世
の
恋
人
に
対
す
る
愛
イ
シ
ュ
ケ

・

マ
ジ
ャ
ー
ズ
ィ
ー
仮
の
愛
と
、
神
に
対
す
る
愛
イ
シ
ュ
ケ
・
ハ
キ
ー
キ

ー
真
の
愛
と
に
分
か
れ
る
が
、
何
れ
の
愛
を
ガ
ザ
ル
か
ら
感
じ
取
る
か

は
聴
い
て
い
る
側

の
主
観
や
態
度
に
可
成
り
左
右

さ
れ
る
わ
け

で
あ

る
。

ハ
ー
シ
ミ
ー
教
授

の

「
彼
の
ガ
ザ
ル
は
サ
マ
ー
の
集
会
で
ス
ー
フ

ィ
ー
達
に
は
精
神
的
な
糧
と
な
り
、

一
般
の
聴
衆

に
は
興
N趣
を
与
え

た
」
と
い
う
説
明
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
が
、
ガ
ザ
ル
に
詠
ま
れ
た
イ

シ
ュ
ク
の
解
釈
に
就
て
私
は
、
職
業
的
詩
人
が
神
秘
主
義
詩
を
詠
む
と

い
う
状
況

と
正
に
逆
に
、
神
秘
主
義
者
は
現
世
の
愛
の
強
さ
を
詩
の
言

葉
の
中
に
昇
華
さ
せ
る
た
め
に
寧
ろ
進
ん
で
熱
烈
な
恋
愛
詩
を
詠
む
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

 

愛
は
互
い
に
生
ず
る
も
の

 

片
手
で
拍
手
が
鳴
る
わ
け
は
な
い

 
と
い
う

ス
ィ
ラ
ー
ジ
の

一
句
は
明
ら
か
に
現
世

の
愛
を
指
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
ジ
ャ
ミ
ー
ル
・
ジ
ャ
ー
リ
ビ
ー
氏
は
ス
ィ
ラ
ー
ジ
を
イ

シ
ュ
ク
の
詩
人
と
規
定
し

「
ス
ィ
ラ
ー
ジ
の
イ
シ
ュ
ク
の
熱
情
は
極
め

て
強
く
、
表
現
は
非
常
に
生
き
生
き
と
し
て
い
る
の
で
感
情
と
言
葉
が

一
つ
に
融
け
合

つ
て
い
る
」
と
評
し
、
更
に

「
イ
シ
ュ
ク
は
彼

の
人
生

の
円
で
あ
り
、
恋
人
は
そ
の
中
心
点
で
あ
り
、

詩
作
は
そ
の
表
明
で
あ

る
L
と
論
じ
て
い
る
。
氏
は
ス
ィ
ラ
ー
ジ
を
ウ
ル
ド
ゥ
ー
恋
愛
詩
の
伝

統
を
堅
固
な
土
台
の
上
に
打
ち
立
て
、
恋
愛
詩

の
伝
統
を
ワ
リ
ー
か
ら

ミ
ー
ル
へ
と
伝
え
た
詩
人
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
が
、
神
秘
主
義
者

の
詠
ん
だ
現
世
の
愛
と
職
業
的
詩
人
の
そ
れ
に
は
イ
シ
ュ
ク
の
質

の
問

題
が
依
然
と
し
て
残

つ
て
い
る
。

い
う
迄
も
な
く
ス
ィ
ラ
ー
ジ
が
真
の

愛
を
詠
ん
だ
詩
も
又
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り

 

愛
の
不
思
議
を
聞
い
て
よ
り

 

も
は
や
狂
気
は
失
せ
 
恋
人
も
消
え
た

 
に
始
ま
る
最
も
有
名
な
ガ
ザ
ル
の
愛
が
神

へ
の
真
の
愛
を
意
味
し
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

 
技
法
上
か
ら
み
た
ス
ィ
ラ
ー
ジ
の
詩
は
ワ
リ
ー
に
お
け
る
ペ
ル
シ
ャ

詩
の
伝
統
を
更
に
進
め
、
イ
ザ
ー
フ
ァ
を
多
用
し
た
構
成
や
豊
富
な
比

喩
な
ど
に
よ
つ
て
特
長
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
面
で
彼
は
若
年
期
に

身
に
浸
み
こ
ん
だ
ペ
ル
シ
ャ
詩
の
影
響
を
最
後
迄
も
ち
続
け
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

 

ス
ィ
ラ
ー
ジ
は
ガ
ザ
ル
の
他
に
も
叙
事
詩

マ

ス
ナ
ヴ

ィ
ー
に
優

れ

「
ブ
ー
ス
タ
ー
ネ

・
ハ
ヤ
ー
ル
」
な
ど
十
二
篇
を
残
し
て
い
る
。
彼
の

詩
集
は
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
カ
ー
デ
ィ
ル

・
サ
ル
ワ

リ
ー
の
編
纂

に
よ
る

「
ク
ッ
リ
ヤ
ー
テ

・
ス
ィ
ラ
ー
ジ
」
が

ハ
イ
ダ

ラ
ー
バ
ー
ド
か
ら
、
そ

の
他
デ

ィ
ー
ワ
ー
ン
や
詩
選
集
数
点
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

(
東
京
外
国
語
大
学
教
授
)
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